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予約席 と 自由席 があります。 

・予約席…予約席受付機で利用手続きをして、 

２時間単位で利用する席 

・自由席…利用手続きなしで利用できる席 

    図書館電話案内サービス     ＴＥＬ  ：  ３６１２－６０４８   

  http://www.library.sumida.tokyo.jp 

NNeewwss   

墨田区立図書館ウェブサイト 

●予約席を利用するためには 

利用者 ID（かしだし券の番号）

とパスワードが必要です！！ 

空いている席をすぐ

に利用する場合 

予約して利用する場合 

（区内在住・在勤・在学

の方） 

●予約するには？ 

区内在住・在勤・在学の方は予約でき

ます。 

図書館Web サイト または 

館内にある 予約席受付機 で 

予約します。 

※予約は当日分のみ、開館時間内でし

かできません。 

※使用開始時間が過ぎた時間帯の予

約はできません。 

※電話での予約はできません。 

通常の確保は、

使用開始時間の 

１５分前 から

できます。 

 

予約した席の確保は使

用開始時間の 

２時間前  からでき

ます。 

 

予約席の利用方法 

●利用時間 

9 時～21 時まで、下記の時間帯でご利用いただ

けます。 

9時～11時／11時～13時／13時～15時／ 

15時～17時／17時～19時／19時～21時 

●利用手順 

館内（３F・４F）にある 予約席受付機 で

座席の 確保  をしてください。 

予約をしただけでは、座席を利用できません。利

用する前に、必ず予約席受付機で 確保 をして

ください。確保されないまま、使用開始時間を 

１５分過ぎると、予約はキャンセルになります。 

 

注意！ 

  

予約席受付機で発行される確保票を席の

ホルダーに見えるように掲示し、ご利用

ください。 



☆お願い☆ 

【予約席の利用について】 

・ 予約席を利用する間は、確保票レシートを必ず席のホルダーに掲示してください。 

・ 席を離れる際は、貴重品をお持ちください。 

・ 確保票レシートが掲示されていない状態で、３０分以上席を外していることを確認

した場合、退席されたと判断し、確保を取り消すことがあります。 

・ 確保をせずに荷物を置いていることを確認した場合、２階総合カウンターへ移動い

たします。荷物を受け渡す際に、お名前や荷物の特徴（大きさ・色・形など）をお

聞きします。 

【自由席の利用について】 

・ 席を離れる際は、貴重品をお持ちください。 

・ 席に荷物を置いた状態で、３０分以上席を外していることを確認した場合、荷物を

移動させることがあります。移動させた荷物は、２階総合カウンターで保管します。

荷物を受け渡す際に、お名前や荷物の特徴（大きさ・色・形など）をお聞きします。 

Q：予約席は好きな席を選べますか？ 

A：「何番の席」といった、具体的な指

定はできませんが、「３階窓側／ 

３階内側／４階窓側／４階内側」

のいずれかをお選びいただけま

す。 

Q：予約席は、使用時間の途中で帰る場合、そのまま帰ってもいいですか？ 

A：お帰りになる前に、予約席受付機で確保の削除をしてください。確保の削除をす

ることによって、他のお客様にご利用いただける状態になります。 

  たくさんの方が利用できるよう、ご協力をお願いします。 

Q：座席数は何席ありますか？ 

A：予約席は、３F・４F全部で８２席あります。 

  また、自由席は４５席（車いす専用席３席含む）あります。 

資料展 期間：８月１６日（金）～1０月１６日（水） 
         休館日９月１９日（木） 
場所：ひきふね図書館 

４階情報サービスコーナー 

すみだ文化講座 1６２ 

「古隅田川と梅若伝説」 
講師：松島茂氏、鎌形統行氏 
日時：８月2５日（日）午後２時から 
場所：ひきふね図書館５階会議室 
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墨田区立図書館・図書室では、こどもたちに本や物語などに親しみを持ってもらうた

めのきっかけづくりとして、夏のおたのしみ会を行っています。 

たくさんの本と物語との出会いに、この夏は図書館・図書室にいらっしゃいませんか？ 

図書館・図書室 日にち 開演時間 内容 定員 

東駒形コミュニ

テイ会館 

８月３日（土） 午後３時～ おはなし・工作会 先着３０人 

立花図書館 ８月１０日（土） 午後２時～ おはなし・手遊び他 先着３０人 

緑図書館 ８月２１日（水） 午後２時～ ちょっとこわいおはなし

会＆ミニ工作会 

先着８０人 

※ 行事の詳細は各館にお問い合わせください。 

 

館名 今月の特集コーナー 

ひきふね図書館 

一般書：「富士山の魅力」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「女性作家から元気をもらう！！」 

児童書：「こわーい本」 

一般書：「考えることについて語るときに私たちの語ること」 

ティーンズサービス〔T.S〕：「サバイバル、なう！」 緑図書館 

児童書：「夏」 

一般書：「真夏の夜の夢」 
立花図書館 

児童書：「自由研究」 えほんのひろば：「こわーいお話」 

一般書：「夏を楽しもう！」 「夏を感じる物語」「大人雑学クイズ」 
八広図書館 

児童書：「夏休み！あそびも宿題も図書館におまかせ！！」 

一般書：「ちょっと、本へと小旅行 ～短編集・連作短編集・アンソロジー～」 東駒形コミュニティ 

会館図書室 児童書：「ふしぎな世界をのぞいてみよう」 「どうぶついっぱい」 

一般書：「簡単手料理」「気軽に読書」 梅若橋コミュニティ 

会館図書室 児童書：「課題図書」 「自由研究」 

一般書：「偲ぶ」 「暑い夏は近場を散策」 横川コミュニティ

会館図書室 児童書：「なつのえほん」 「工作の本」 

 

テーマいろいろ 楽しみ方いろいろ 

 

八広図書館 

「こわーいおはなし会」 

日時：８月２日（金）午後２時～ 

 

当日直接八広図書館までおこし

ください。 

 



 



 

ビジネスマンのための教養講座を開催します 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 いずれも日曜日 １４：００～１６：００ 

  ・9/8（日） ・9/22 （日） ・10/6 （日） ・10/20 （日） 

  ・11/3（日）・11/17 （日）・12/1 （日）（全７回） 

 場所：ひきふね図書館５階会議室 

 参加費：無料（定員先着２０名） 

ビジネス書を課題図書とし、月１冊のペースで読み進め、ワークショップで理解を深めます。

（課題図書は各自準備願います。） 

１人で読むには読み応えのある書籍も、仲間がいれば読み通せるはずです！ 

講座では、知識を行動に結び付けることでスキルアップを目指します♪ 

参加者希望者は、下記メールアドレス（ＱＲコードからでも可）に、メールにてお申し込みくださ

い。お申し込みには、氏名・連絡先を記載ください。 

先着順ですので、お申し込み完了メールを必ずご確認ください。 

 
お問い合わせ先 : 墨田区ひきふね図書館パートナーズ 

Mail : sumitoshopartners@yahoo.co.jp  

＜課題図書＞ 

１か月目： 「７つの習慣」－スティーブン・Ｒ・コヴィー（キングベアー出版） 

２か月目： 「人を動かす 新装版」－Ｄカーネギー（創元社） 

３か月目： 選択制（希望者が少ない書籍は変更となります） 

       ・「エッセンシャル版 マネジメント 基本と原則」 

         －Ｐ．Ｆ．ドラッカー（ダイヤモンド社） 

       ・「ロジカルシンキング 論理的な思考と構成のスキル」 

         －照屋華子・岡田恵子（東洋経済新報社） 

       ・「ブルーオーシャン戦略 競争のない世界を創造する」 

         ーＷ・チャン・キム レネ・モボルニュ（ダイヤモンド社） 

       ・「現代語訳 論語と算盤」－渋沢栄一（ちくま新書） 

       ・「生き方 人間として一番大切なこと」－稲盛和夫（サンマーク出版） 

 

その１ 

墨田区ひきふね図書館パートナーズとは？ 

図書館で開く講演会等のイベントを図書館と協働で企画、実施する区民ボランティアです。 



多数ご参加頂き有難うございました。今後とも、ひきふね図書館のご活用とともに、ひきふ

ね図書館パートナーズの活動にご支援頂きますようお願い申し上げます。 

およせ頂いたご感想の一部をご紹介させて頂きます。 

 

★ 山本周五郎、市川崑の作品に会え嬉しかったです。若い頃楽しんだ思い出を有難うございま

した。 

★ 有難うございました。またこのような催し物があると良いですね、宜しくお願いします。ブ

ックトークで知らなかったことも知り得、とても良かった。 

★ とても心温まるシネマです。他にもこのような物が有れば２回目をお願いします。時代物、

人情物が観たいです。ブックトークも良かった。 

★ 落語にある人情話しで心温まる映画でした。暗いニュースが多いので楽しめる奥深い作品を

期待しています。 

 

以上およせ頂いたご感想です。上映準備のため来館した折、EVの中で小さなお子様に「何処

に行くの？」と尋ねると、「あのねー、としょかん！」とEVを降り「わーい♪図書館だー♪」

と言いながらこどもとしょしつに駆け込む未来の人材の小さな後姿が心強く頼もしくも感じま

した。家庭・学校・地域の三者一体教育の中で、図書館の地域における役割の重要性を感じ、

自身を精仁し誠実に企画、実施させて頂くことを新たに決意いたしました。  

                      ひきふね図書館パートナーズ 映画会企画者 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その２ 

 

 



 

ま
た
、
歌
川
国
貞
の
錦
絵
に
「
寺
嶋
松
隠
居
梅
幸
雪
の
景
色
」（
文

政
六
年
）
な
ど
菊
五
郎
（
俳
名
梅
幸
）
の
別
荘
を
描
い
た
も
の
が
あ

り
ま
す
。
天
保
九
年
に
一
時
引
退
す
る
以
前
に
も
松
の
隠
居
と
称
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。『
歌
舞
伎
年
表
・
第
六
巻
』
岩
波
の
二

七
七
頁
に
は
菊
五
郎
抵
当
に
せ
し
屋
敷
絵
図
面
（
本
所
寺
嶋
村
百
姓

辰
五
郎
所
持
絵
図
面
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
天
保
四
年
十

二
月
の
借
用
書
に
よ
れ
ば
、
田
畑
屋
敷
地
九
百
七
十
九
坪
の
地
所
を

担
保
に
五
百
五
十
両
を
年
一
割
の
利
息
で
借
受
け
て
い
ま
す
。
寺
嶋

村
百
姓
松
五
郎
事
辰
五
郎
と
父
菊
五
郎
、
証
人
伊
左
衛
門
が
印
を
押

し
た
借
用
書
で
す
。
こ
の
地
所
は
菊
五
郎
が
贔
屓
の
商
家
の
後
家
に

も
ら
っ
た
も
の
と
い
い
ま
す
。
（『
増
補
新
訂
・
考
証
江
戸
歌
舞
伎
』

小
池
章
太
郎
著 

三
樹
書
房
）
。
さ
す
が
人
気
役
者
で
す
。 

文
化
元
年
に
百
花
園
を
開
い
た
佐
原
菊
塢
の
著
書
『
墨
水
遊
覧
誌
』

（
文
政
十
一
年
刊
・『
江
戸
叢
書
巻
の
一
』
）
に
は
「
松
の
隠
居
、
寺

島
村
二
代
目
植
木
屋
辰
五
郎
、
松
為
而
百
木
、
霜
雪
而
不
凋
、
歴
千

年
而
不
殞
、
其
花
色
黄
而
多
香
、
根
下
状
有
伏
苓
、
為
仙
家
服
食
之

薬
、
園
中
花
木
奇
石
を
以
て
山
水
の
庭
を
つ
く
る
。
」
云
々
と
松
の
隠

居
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
二
代
目
植
木
屋
辰
五
郎
と
は
、
借
用
書
の

菊
五
郎
の
息
子
の
辰
五
郎
と
一
致
し
ま
す
。
同
一
人
と
思
わ
れ
ま
す
。

役
者
の
贅
沢
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
時
代
、
菊
五
郎
と
名
乗
ら
ず
松
の

隠
居
植
木
屋
辰
五
郎
と
し
て
植
木
趣
味
を
満
足
さ
せ
て
い
た
こ
と
は

当
時
の
人
に
は
周
知
の
事
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
菊
五
郎
の
寺
島
別
荘
の
位
置
で
す
が
、「
武
蔵
国
隅
田
川
名

所
絵
図
」
や
、
そ
の
図
よ
り
や
や
古
い
年
代
と
思
わ
れ
る
鍬
形
蕙
斎

の
「
隅
田
川
楳
屋
図
」
さ
ら
に
、
文
化
十
三
年
序
の
『
十
方
庵
遊
歴

雑
記
』
三
編
巻
之
上
二
十
二
（『
江
戸
叢
書
巻
の
５
』
）
に
あ
る
「
新

梅
屋
敷
は
、
松
隠
居
よ
り
北
東
一
町
余
」
な
ど
を
見
て
考
量
し
て
み

る
と
、
現
在
の
東
向
島
三
丁
目
二
十
七
か
ら
三
十
二
の
範
囲
内
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
地
所
の
形
や
鶴
土
手
道
際
に
松
の
木
が
並
ぶ
明
治
の

写
真
（『
墨
田
の
今
昔
―
写
真
集
―
』
墨
田
区
）
を
み
る
と
、
東
向
島

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

先
月
の
誌
面
で
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
向
島
別
荘
の
所
在
を
記
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
別
荘
を
考
え
て
み
ま
す
。 

 

三
代
目
菊
五
郎
は
幼
名
を
辰
五
郎
と
い
い
、
天
明
四
年(1

7
8
4

）

に
建
具
屋
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
幼
く
し
て
尾
上
松
助
の
養
子
と
な
り

ま
す
。
文
化
五
年
に
養
父
松
助
の
代
役
と
し
て
小
幡
小
平
次
を
演
じ
た

の
が
出
世
作
と
な
り
、
文
化
十
二
年
に
は
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
名
跡

を
継
い
で
い
ま
す
。
中
で
も
菊
五
郎
の
名
を
高
め
た
も
の
に
は
文
政
八

年
（1

8
2
5

）
七
月
、
江
戸
中
村
座
に
お
い
て
初
演
さ
れ
た
「
東
海
道

四
谷
怪
談
」
が
あ
り
ま
す
。
戸
板
の
裏
表
に
釘
付
け
さ
れ
る
お
岩
と
小

仏
小
平
と
お
岩
の
仇
を
討
つ
与
茂
七
の
三
役
を
早
変
わ
り
で
演
じ
大

評
判
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
を
岩
波
文
庫
で
み
て
み
ま
す
と
、
そ
の

底
本
に
触
れ
た
と
こ
ろ
に
「
原
本
に
『
松
の
隠
居
』
と
し
た
る
蔵
書
判

あ
り
、
思
う
に
三
代
目
菊
五
郎
が
書
下
の
時
特
に
作
者
に
写
さ
せ
て
、

自
家
に
蔵
せ
し
な
ら
ん
、
故
に
四
谷
怪
談
の
底
本
と
見
て
差
支
な
し
」

と
あ
り
ま
す
。
三
代
目
菊
五
郎
は
松
の
隠
居
と
い
う
別
称
を
持
っ
て
い

た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
天
保
九
年(1

8
3
8
)

十
一
月
、
中
村
座
で
の
海

老
蔵
の
口
上
に
。
「
此
た
び
舞
台
を
引
き
寺
島
へ
引
籠
も
り
、
松
の
隠

居
と
い
ひ
、
又
父
名
を
つ
ぎ
て
松
緑
と
改
名
し
、
植
木
い
ぢ
り
を
す
る

こ
と
。・
・
・
」（
『
歌
舞
伎
年
表
・
第
六
巻
』
岩
波
）
と
、
突
然
、
菊

五
郎
が
植
木
を
趣
味
と
し
松
の
隠
居
と
称
し
て
寺
島
に
引
き
移
る
と

言
い
出
し
た
の
で
困
っ
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
菊
五
郎
は
ど
ん
な

に
機
嫌
の
悪
い
時
で
も
、
立
派
な
鉢
植
を
持
っ
て
く
れ
ば
、
た
ち
ま
ち

機
嫌
を
直
す
ほ
ど
園
芸
好
き
で
、
当
時
の
園
芸
趣
味
書
『
奇
品
か
が
み
』

に
は
寺
島
の
植
木
屋
平
作
の
か
ん
竹
と
並
ん
で
松
の
隠
居
の
芍
薬
が

紹
介
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

三
十
一
付
近
が
妥
当
に
思
え
ま
す
。
た
だ
し
、
『
濹
東
外
史
す
み
だ
』

で
荻
原
平
作
氏
が
「
菊
五
郎
は
小
学
校
の
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
か
ら

蓮
花
寺
の
隣
が
松
の
隠
居
で
あ
る
。
今
の
プ
ー
ル
の
方
で
あ
る
。
」
と

話
し
て
い
る
の
と
多
少
ず
れ
る
の
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
興
味

を
も
た
れ
た
方
は
是
非
、
こ
の
稿
に
あ
げ
た
資
料
を
図
書
館
で
取
り

寄
せ
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

（
真
津
志
麻
記
） 

 

左
図
は
、
「
菊
五
郎
抵
当
に
せ
し
屋
敷
絵
図
面
」
お
よ
び
、
「
武
蔵
国

隅
田
川
名
所
絵
図
」
の
一
部 



 
日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 
    緑「小さい子どもの

ためのおはなし

会」10：30～ 

八「こわーいおはな

し会」1４：０0～ 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1１：00～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

東「夏のおたのしみ

会」15：00～ 

4 5 6 7 8 9 10 

東・梅・横 
 

コミュニティ 
 

図書室休館 

 

 

 ♪緑「こうさく会」 

15：15～ 

 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「夏のこども会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1５：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

11 12 13 14 15 16 17 
   八「おひざでえほ

ん」11：00～ 

 館内整理日 
 

全館休館 
 

横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1５：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

18 19 20 21 22 23 24 
  東「おはなしれっし

ゃ」10：30～ 

♪緑「夏のおたのし

み会」1４：00～ 

 横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしひろ

ば」10：30～ 

立「おはなし会」 

14：00～ 

ひ「おはなしのじか

ん」1５：00～ 

梅「おはなし会」 

15：00～ 

25 26 27 28 29 30 3１ 
★ひ「すみだ文化講

座」14：00～ 

 

 ひ「おひざでえほ

ん」10：30～ 

  横「おはなしのじか

ん」15：45～ 

八「おはなしとあそ

びのじかん」 

10：30～ 

 
●ひきふね図書館 

京島１－３６－５ 
電話：5655-2350 

●緑図書館 

緑２－２４－５ 
電話：3631-46２１ 

●立花図書館 

立花６－８－1－101 
電話：3618-2620 

●八広図書館 

八広 5－10－1－104 

電話：3616-0846 

●東駒形コミュニティ 
会館図書室 

東駒形 4－14－1 
電話：3623-1141 

●梅若橋コミュニティ
会館図書室 

堤通２－９－１ 
電話：3616-1101 

●横川コミュニティ 
会館図書室 

横川５－９－１ 
電話：5608-4500 

 

ひきふね図書館 月曜日～土曜日・・・・・・9：00～2１：00 
        ※こどもとしょしつは18：００までです 

        日曜日・祝日・・・・・・・9：00～17：00 

その他図書館  火曜日～土曜日・・・・・・9：00～20：00 

日曜日・月曜日・祝日・・・9：00～17：00 
※コミュニティ会館図書室は、月曜日の開館時間が 9：00～20：00 です。 

 

館内整理日《毎月第３木曜日（祝日にあたる場合は翌日）》、年末年始、特別整理期間 
※コミュニティ会館図書室は、毎月第１月曜日も休館日です。 

【開館時間】  

【休  館  日】 

●すみだ女性センター 
 
押上２－12－7－111 
電話：5608-1771 

♪７日（水）の緑図書館の「こうさく会」は『スライムをつくろう』です。 

 14 時より1階カウンターにて整理券を配布いたします。 

♪21日（水）の緑図書館の「夏のおたのしみ会」のミニこうさくは『ブーメラン 

をつくろう』です。 

★「すみだ文化講座」（ひきふね）は、一般向けの行事です。 

☆行事の詳細は、各館に直接お問い合わせください。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


